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ネ刀発 ･ 癌発症時脳 転移の 有無 ･ P S ･ 他臓器転移

の有無 ･ S R S 前後の 頭蓋内治療および癌治療の

有無に つ い て解析を行 っ た . あわせて S R S 施行後

6 ケ 月彼の 有効率 ･ 転移性脳腫癌による死因の 割

合を評価した .

【結 果】 癌腫 ･ 男女 ･ 年齢お よび頭蓋内発症
･

肺癌診断時脳転移の有無 は, S R S か ら死亡まで の

間に有意差 は認 めなか っ た . S R S 施行時の P S が

S R S か ら死亡まで の 間に有意 な相関を認 め, 他臓

器転移に つ い て は肝転移の有無 の み が それ と相関

する傾向にあ っ た . S R S 施行前の 肺癌に対する治

療と S R S か ら死亡 まで の 期 間との 相関は認 めな

か っ た が, S R S 後の 化学療法 の有無 が S R S か ら死

亡まで の 期間を有意 に延長 した . S R S 以外の 頭蓋

内治 療 ( 局所 ･ 全 脳 照 射 ･ 摘出術) の 併用 は ,

s R S か ら死 亡ま で の 期間 と相関する傾向に あ っ

た . S R S 後 4 ケ月以内の 死亡頻度は高い
一

方脳転

移による もの は極めて低か っ た . S R S の半年後の

有効率は高か っ た .

【結語】S R S は 6 ケ月以内の 局所 コ ン ト ロ ー ル

は有効で あ っ た . S R S の 適応 は , 原発癌の 治療

歴 ･ 全身状態を慎重 に検討す べ きで ある .
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【目的】頭蓋内悪性リ ンパ 腫 (IC M L) に対して

M T X 大量療法と放射線照射 の 併用 は有効と され

て い るが
, 合併症や 全身状態か ら化学療法 が困難

な症例 も少なく ない . 今 回, 通常 の 外照射後 に

Li n a c に よる定位放射線照射 (S T I) を追加 し た

症例の 治療効果を検討した .

【方法】対象は S TI を施行した IC M L 5 例 8 病巣

( 全例が脳原発) で, 平均年齢62 .6 歳 (4 7 - 83 歳)

で ある . S TI 前 の 治療は, 全例で 手術 (部 分摘出

2 例, 生検 3 例) と外照射 ( 全脳照射 3 0 - 4 0 G y

で腫癌線量 は 4 0 - 5 6 G y , 1 例の み拡大局所 4 0 G y)

を行 っ た . S R T 症例 6 病変の 平均 腫癌体積 は

1 7 . 5 c m
3
(o .9 - 5 2 .1 c m 3) , 平均辺縁線量 1 8 . O G y

(1 4 .4 - 2 2 .4 G y/ 4 - 7f r .) , S R S 症例 2 病変の 平均腫

癌体積は 2 .3 c m 3 (1 .7 - 3 . O c m
3
) , 平均辺縁線量

ll .6 G y (ll .2 - 12 .O G y) で あ っ た . M T X 大量療法

を 1 例で 併用 した が, 残り 4 例は全身合併症など

で 化学療法は施行しなか っ た .

【結果】S T I を追加 し た 8 病巣は い ずれ も増強

域が消失 した . 経過中に M R S A 肺炎で死亡 した 1

例を除く 4 例 は , 診断か ら平均 28 ケ 月 (21 - 37

ヶ月) の 経過 で再発所 見を認 めず, 良好な Q O L

が維持されて い る . また , 高線量照射域で の 症候

性放射線障害は認 めなか っ た .

【結論】IC M L に対する S T I は, 安全 に腫癌の 局

所制御が可能で あり, 化学療法が 困難 な症例に お

ける生命予後の 延長 とQ O L の改善が期待され る .
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【目的】 N o v ali s は m i c r o m u ltil e a f c olli m a t o r

( m M L C) を搭載 した定位放射線治療専用機器で

あ る . 悪性グ リ オ
ー

マ に対する当院での 初期使用

経験に つ い て述 べ る .

【方法】 初発及び再発病変に対する治療計画, 照

射方法 を提示 し, 従来法と の 比較を行 う . また ,

照射精度 , 検証結果を併せ て報告する .

【結果】 腫癌が不規則な形状であ っ て も, m M L C

により腫境内部 の線量均
一

性を高め た照射が行 え

る . 定位的分割照射が容易に行え る こ とか ら, 再

発病変に 対し て も比較的安全 に治 療を遂行出来

る. 標的体積内同時ブ
ー ス ト法による治療計画が

可能 で ある . 精度 2 m m 以下 で照射が 行 え, 検証

結果 は実測, フ イ ル ム共に 3 % 以内で ある .




